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県立柳島青少年キャンプ場で小学生を対象に自然エネルギーと災害時に役立つ防災体験「めざせ災害エ

コレンジャー」を開催。 「もし災害が起きたら、知らないもの同士でも励まし助け合いながら、困難を乗り越え

ていく！そんな優しくてたくましい人になってもらいたい」という思いから企画しました。  

８月 25 日は(社)神奈川県青少年協会との共催で、夏休みの大変な暑さのなか小学生 93 名と保護者・ボラ

ンティア・協力団体スタッフなど参加者は総勢 160名。 10 月 11 日は協働推進事業としてちがさき自然エネル

ギーネットワーク(REN)と茅ヶ崎市との共催になり、117 名が参加しました。 自作のソーラークッカー「ききょう」

で調理したトウモロコシやサツマイモを食べたり、災害に役立つロープワークや三角巾の利用法など少し難し

いものにも挑戦しました。 

柳島青少年キャンプ場は茅ヶ崎市内の施設ですが知っている方が少なく、利用したことのない方が多くみ

られました。 今回参加の保護者アンケートでも初めての方が半数以上でしたが、参加のきっかけとして「キャ

ンプ場」はキーワードになっていたようです。 

小学生を対象にした事業は今回初めての試みでしたが、参加者の楽しそうな様子や、キラキラの笑顔で疲

れも吹き飛びました。 豊かな自然環境の中でのエコ体験は今後も継続したいと考えています。 

 
協 力 ちがさき自然エネルギーネットワーク(REN) (特非)湘南市民メディアネットワーク(特非)日本防災士会
 湘南支部柳島本村第一長命会柳島本村第二長命会柳島海岸長命会日本ボーイスカウト神奈川連盟 
 茅ヶ崎第１団、第３団茅ヶ崎市ジュニアリーダーズクラブ茅ヶ崎市防災対策課資源循環課 

「環境・防災・知恵」のコラボ「めざせ災害エコレンジャー」 10月11日(月・祝) 8月25日（水） 

ずらりと並んだソーラクッカー 

「ききょう」でとうもろこしを蒸し

焼きにして食べました。 
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さぽせんインフォメーション Ⅰ 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 神奈川県とマイクロソフト（株）との協働事業であるＮＰＯパワーアップセミナー（ＩＴ活用講座）がひ

らつか市民活動センターにて開催されました。 全 6 講座のうち、今回は 3 講座「ＰＲ文書の作り方」「会議

運営ノウハウ」「オンラインツールを活用した情報発信と情報共有」を一日がかりで受講するというハードス

ケジュールでしたが、講師の森戸裕一さん（ナレッジネットワーク株式会社代表取締役）の巧みな話術に引

き込まれ、また神奈川県全域から集まった 70 余名の参加者（受講生 56 名＋県内７市の支援センター運営ス

タッフ）の熱気も加わって、会場は最後まで活気ある雰囲気に包まれました。 講座ユニットごとのグループ

ディスカッションでは、自団体を見直すとともに情報交換を通して他団体から活動のヒントをもらうなど、

積極的に団体間の交流が行われました。 NＰＯの課題解決のためになぜＩＴが有用なのか？ 豊富な実例をも

とにＮＰＯの抱える根源的な問題が的確に提示され、改善すべき現状に次々と気づかされました。 一朝一夕

にすべてのツールが使いこなせるわけではありませんが、ＩＴ活用による新たな可能性に夢も広がり、大変

有意義なセミナーとなりました。 

 次回 相模原会場 

◆日  時： 12 月 11 日（土）10：00～17：15   ◆定 員： 60 名（要事前申込） 

◆場  所： けやき会館 2階大研修室（さがみはら市民活動サポートセンター階下） 

◆講座内容： イベント運営、アンケート活用、プレゼンテーション ◆参加費： 無料 

12 月 1 日（水）までに、かながわ県民活動サポートセンター 

ボランタリー活動サポート課℡045-312-1121(内)2822 へお申込みください。 

～IT は運営に役立つサプリメント～ 

2011 年 3 月 5 日（土）市民活動の楽しさを多くの方に伝えるためのおまつり「さぽせんワイワイまつり 2011」

を、前年度よりもさらにパワーアップした内容で開催します。 2011 年 1 月 13 日（木）、15 日（土）10 時から

参加説明会を実施し、詳細を発表しますのでぜひご参加ください。お問合せはサポートセンターまで！ 

 この講演会は、(特非)湘南ふじさわシニアネットと茅ヶ崎市が取り組んでいる市民提案型協働推進事業「ICT＊１

を活用した地域コミュニティの醸成」の一環として行われました。  

 講師の庄司昌彦さん（国際大学グローバル コミュニケーション センター講師） 

は、無縁社会が広がりつつある今、改めて「地域の人のつながり」の重要性を強調さ 

れました。そして地域のつながりを作りだし、絆を深めるための手助けとなるツール 

の１つに地域 SNS＊2があり、地域 SNS によって「みえる」（言語化や写真によって 

可視化）、「つながる」（異なる分野の人との学びあう、教えあい）ことができると 

お話されました。市民と市職員がひとつのテーブルを囲み、地域のつながりを作る 

こと、深めることの大切さを改めて考える機会となりました。 

＊1 情報通信技術 ＊2人と人とのつながりを促進・サポートするコミュニティ型の Webサイト 

 

 

平成 22 年度市民提案型協働推進事業  ～みえる、つながる、ちがさき～ 

 
2010年11月12日（金） 
 

2010年10月31日（日） 
 

ワイワイまつりで上映しよう！「デジカメのデータで簡単にできる！団体の 90 秒コマーシャル映像

をつくろう！」デジタルカメラで撮影した写真を使って、魅力的な団体のコマーシャル映像が作れます。

詳細はちらしをご覧の上 12 月 1 日からお申込み下さい。（先着 10 団体まで） 
 

 プレ企画 

予 告 茅ヶ崎市民活動フォーラム 
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2011年3月5日（土） 

   ～社会起業家 関根健次さんのお話 ＆ 映画「アリ地獄のような街」上映会～ 
場 所： 茅ヶ崎市役所分庁舎 6階コミュニティホール 

参加費： 一般前売 1000 円 ・一般当日 1200 円 ・学生 800 円 

 第１部では、バングラデシュのストリートチルドレンの現状を描いた映画「アリ地獄のような街」の上映

会を行います。収益は自立センター設立の支援に役立てられます。 

 第２部では、世界各地の NGO や NPO に手軽に募金ができるウェブサイト 

「イ―ココロ！」（http://www.ekokoro.jp/）を運営する関根健次さん 

（ユナイテッドピープル株式会社代表取締役）をゲストにお招きし、お話していた 

だきます。映画を見て世界の現状を知りお話を聴いて、その現実を変えるために私 

たちができることを一緒に考えてみませんか？ 

タイ料理を食べながらの交流会もあります。お楽しみに！  

第 4回 茅ヶ崎維新カフェ 12月15日（水）18:00～ 12 月15 日（水）18:00

 

 茅ヶ崎地区コミュニティセンターで「ばりあふりーカフェ」を開催し 

51 名の参加がありました。本テーマにそって、就労している方・企業の方 

・行政の方々から有意義なお話を伺うことができました。 

 このばりあふりーカフェをきっかけに、就労相談のニーズが表面化し、12 月まで

の第４土曜日を障がい者キャリア相談として、当センターが連絡・仲介をしていま

す。  共催：（特非）茅ヶ崎精神保健ボランティアグループ凡樹瑠 

ばりあふりーカフェ４ 

   さぽちゃん VOICE 
サポートセンターの入口でお出迎え 
しているさぽちゃんです。この 
コーナーでは、サポートセンターで 
働いているメンバーを紹介します。 
今回は新人スタッフのタクヤくん(24 歳)です。 
それではどうぞ！・・・・・・・・ 
 働き始めて約１年が経ち自分の中にとてもステ
キな気持ちが芽生えました。それは、「市民活動に
取り組む想いを持った方たちとの出会いを増やし
たい」、「もっと一緒に活動してみたい」というこ
とです。茅ヶ崎や全国、世界で活躍している様々
な方とサポートセンターの事業や研修・講座で交
流するうちに、人との出会いや自分の気持ちを伝
えることを「楽しい」「おもしろい」と感じるよう
になりました。これはこの１年間で成長できた部
分だと思っています。今後は、心に火がついた自
分の想いをサポートセンターの事業を通して、若
い世代に伝えていきたいです。同時に、熱意を持
った方たちやこれから何か始めたいと思っている
方たちが活躍できる、力を発揮できる場の提供に
努めます。 
 みなさん、どうぞよろしくお願いいたします。 

■新しい公共をつくる 3 つの改革～コミュニティ・市場・

行政  10 月 23 日（土）茅ヶ崎地区コミュニティセ

ンターにおいて開催（参加者 100 名） 

 8 月に消費者庁長官に就任された福嶋浩彦さんを

お迎えし、我孫子市長として全国に先駆けて民と官

との連携の再構築を進めてこられた実践経験などを

踏まえて、新しい公共をつくるために必要な改革に

ついてお話していただきました。 

新しい公共は「市民の公共」しかない 

コミュニティを変え、市場を変え、政府を変え、 

 ３つの関係性も丸ごと変える 

非政府・非営利・公式の主体（市民セクター）を 

 市民社会のど真ん中に 

 対話で合意をつくり出していく自 

治力の重要性を語る福嶋さんの熱い 

メッセージが心に響き、覚悟を決め 

て取り組んでいかなければならない 

と改めて考えさせられました。 

主催：(特非)NPO サポートちがさき 

共催：新しい公共研究会 

※講演会のライブ DVD を貸出いたします。 

2010年9月11日（土） 

※次回のカフェ 27は、サザン通りにできた「サザンポ」で 1 月 29 日（土）14 時から 16 時

まで開催を予定しています。障がいがあるご自身が今まで気付かなかった可能性などを発見し、

就労につながるようなカフェにしたいと思っています。多くの方のご参加をお待ちしています。 

 
 NPOサポートちがさきのコラム 

茅ヶ崎維新カフェとは「今の時代にはない信念と覚悟、情熱と決意を持った人」「誰も通らなかった道を

自分たちの“力”で切り拓こうとする行動力・発想力を持った人」に会ってお話するという交流会です。 

http://www.ekokoro.jp/�
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 参加団体 ♦（特非）湘南市民メディアネットワーク ♦湘南あす

なろ会 ♦ヒロシマを語る会 ♦（特非）車椅子レクダンス普及会“矢

車草の会”茅ヶ崎支部 ♦（特非）湘南ふくしネットワークオンブズマ

ン ♦（特非）パソコンボランティア湘南 ♦三翠会 ♦茅ヶ崎手話サ

ークル「松の会」＆茅ヶ崎市聴覚障害者協会 ♦筆記通訳サークル

「虹」 ♦ミクシテ「ちがさき男女平等参画プラン」を推進する会  

♦茅ヶ崎市国際交流協会 ♦こころのフリースペース ポレポレ・ち

がさき ♦ちがさき自然エネルギーネットワーク（REN） ♦茅ヶ崎地

区自閉症児・者親の会（茅ヶ崎・寒川やまびこ） ♦子育て支援ボラ

ンティアグループきらきらぼし ♦どんぐりさんの音あそび   

♦茅ヶ崎なんご賢治の会 ♦（特非）地球の木 湘南ブランチ 

    ※ご協力ありがとうございました。 

「地球の木」オリジナルのすごろくで
楽しみながら国際支援を学びました 

「湘南あすなろ会」の話に 
聞き入る生徒たち 

11/9（火）・16（火） 11:50（4 時間目） 

県立鶴嶺高校にて総合的な学習 昨年に引続き 

 鶴嶺高校が昨年・今年と「人権教育」の拠点校になっ

ていることから、「人権」が大きなテーマとなりました。 

 11 月 9日は 12 団体、16日は 11 団体の市民活動団体が

参加（2回連続参加の団体あり）、約 320 名の１年生が、

それぞれ希望した塾を受講しました。 「ヒロシマを語る

会」では、被爆者の体験について書かれた本が朗読され

ました。生徒のアンケートには「耳を塞ぎたくなるほど

怖かった」「映像も何もなくただ語っていただけなのに、

その場の様子が頭に浮かんだ」「自分たちも次の世代へと

語り継がなければ」と感想が書かれていました。他の教

室でも映像やパワーポイントを使っての説明、体を動か 

 

 

 

して体験するなど、それぞれ工夫を凝らしたボ

ランティア塾が展開されました。 

 この塾では高校生に「社会的な問題を解決す

るために仲間と一緒に生き生きと活動している

人たち」と出会って何かを感じてもらいたいと

思っています。 

 ボランティア塾を受講した生徒一人ひとり

に、どんな思いが残ったのでしょうか・・・・ 

★保護者★ 

★小学生★ 災害エコレンジャーアンケート（2回合計） 
保護者：50 名 子ども：130 名 

火おこし 

バケツリレー ロープワーク 

「ききょう」＆ 
とうもろこし 

柳島昔語り 

ソーラークッキング 

名 

名 

名 

（提供）JP 

ビジネスサービス 

名 


